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論 文 内 容 要 旨 

 

睡眠ブラキシズムは、顎口腔領域において、歯・歯質、歯周組織、咀嚼筋、

顎関節などに障害を発生させる活動である一方、ストレスマネージメントにと

っては重要な生理的活動である。本研究においては、睡眠ブラキシズムの生理

的な意義を解明するため、睡眠時のブラキシズム活動と自律神経活動の関係性

を確認することを目的とした。 

全身疾患、精神疾患等のない健康な男性 11 名、（年齢 24.7 ± 2.3 歳）を被験者

とし、神奈川歯科大学内の睡眠ラボにおいて、睡眠中の下顎の動きを記録する 2

軸加速度センサー、赤外線カメラ、脳波計、筋電図、心電図などのデータを記

録した。 

全睡眠時間中における筋電図の積分値と、心電図の R-R 間隔の周波数解析に

より得られた交感神経と副交感神経活動のデータを、時系列で重ねあわせて評

価を行った。ブラキシズムイベントの判定は、2 軸加速度センサーと筋電図のブ

ラキシズム解析ソフトによる分析から判定された。 

結果として、睡眠中に発生したブラキシズムイベント時には、自律神経の変

動がそのブラキシズムを中心として 60秒前後の短い間隔で変動し、その活動の

パターンは交感神経が賦活した後、ブラキシズム活動が発生しその後、副交感

神経が賦活するパターンが高頻度に認められた（93.3％）。また、そのパターン

を分析したところ、ブラキシズムイベント時の交感神経活動は、一晩の平均値

に対して約 16 倍、副交感神経活動は、一晩の平均に対して約 3 倍となっていた。

ブラキシズムの咬筋活動は、平均 15%MVC で、最大のものでは覚醒時の最大咬

筋活動時の 150%以上のものも認められた。ブラキシズムイベント時間の長さと

交感神経活動では、被験者 11 人中 7 名において有意な相関関係が認められた。

またブラキシズムの筋活動 (%MVC) と副交感神経活動においては被験者 11 人

中 5 名において有意な相関関係が認められた。 

これらの結果により、ブラキシズム活動と自律神経活動には密接な関係があ

り、ブラキシズム活動に生理的な意義があることが示唆された。 

 

 


